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順
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　明けましておめでとうございます。市民の皆さまにおかれまし

ては、健やかに新年をお迎えのことと、 お慶び申し上げます。

　旧年中の議会運営に対し、市民の皆さま方の格別なご支援とご

協力をいただきましたことに心から感謝いたします。新型コロナ

ウイルス感染症の新たな変異株の流行に加え、ロシア・ウクライ

ナ問題に起因する原油価格の高騰、急速な円安の進行等、国内外

ともに激動の年となり、いまだ先行きが見えない状況であります。

　市議会では、積極的な情報公開を行うため議会映像のインター

ネット配信を開始し、パソコンやスマートフォンから本議会の模

様が視聴可能となり、今後も「市民に開かれた議会」を目指して

いきます。

　結びに小美玉市の更なる発展と市民の皆さまのご健勝、ご多幸

を祈念申し上げ新年のあいさつといたします。

謹
賀
新
年

2023

議
長

荒
川川 

一一
秀

副
議
長

石
井 

旭
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小美玉市議会

②市議会ホームページの「議会中継」

　をクリックするか、ＱＲコードを

　読み込んで下さい。

本会議 の ライブ中継・録画配信 をスタート！！

　小美玉市議会では「市民に開かれた議会」を目指し、12月定例会からインターネットによる映像配信を始めました。

パソコンやスマートフォンから、都合のよい時間・場所で視聴できるようになりました。（録画配信は2週間程度で反

映されます）

③�ご希望の日程の会議をご覧になれ

ます。

ライブ中継中は  ＬＩＶＥ  のアイコン

をクリック

番号 案件名 内　　　容 付託 審議

72
令和４年度小美玉市一般会計補正予算

（第7号）

[補正額]　　　　　　　　  3億1,429万2千円

[補正後額]　　　　　　　225億5,549万9千円
－ 可決

73
令和４年度小美玉市一般会計補正予算

（第8号）

[補正額]　　　　　　　　  1億  896万4千円

[補正後額]　　　　　　　226億6,446万3千円
－ 可決

議案第72号 令和４年度小美玉市一般会計補正予算
（第７号）

●住民税非課税世帯に対する電力 ・ 食料品等価格高騰

　緊急支援給付金事業補助金  2 億 5,730 万 4 千円

●低所得の子育て世帯生活応援特別給付金  5,698 万 8 千円

▶第 ２ 回　臨時会 / 10 月 17 日

議案第73号 令和４年度小美玉市一般会計補正予算
（第８号）

主なもの

●新型コロナウイルス感染症対応地方

　創生臨時交付金  1 億 1,956 万 7 千円

●子育て世帯臨時応援給付金  7,829 万 9 千円

▶第 3 回　臨時会 / 11 月 4 日

電力 ・ 食料品等の価格高騰　や　コロナウイルス感染症
に対応する補正予算を審議

審議結果等一覧

視聴方法

①小美玉市議会を検索
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■補正予算（10 件）

78
令和４年度小美玉市一般会計補正予算

（第９号）

[補正額]  7億  465万4千円

[補正後額]  233億6,911万7千円
各委員会 可決

79
令和４年度小美玉市国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）

[補正額]  54万3千円

[補正後額]  52億5,484万4千円

文教

福祉
可決

80
令和４年度小美玉市後期高齢者医療保険

特別会計補正予算（第２号）

[補正額]  81万2千円

[補正後額]  6億4,222万1千円

文教

福祉
可決

81
令和４年度小美玉市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第２号）

[補正額]  550万6千円

[補正後額]  3億3,263万円

産業

建設
可決

82
令和４年度小美玉市戸別浄化槽事業

特別会計補正予算（第２号）

[補正額]  9万7千円

[補正後額]  4,554万9千円

産業

建設
可決

83
令和４年度小美玉市霊園事業特別会計

補正予算（第２号）

[補正額]  17万5千円

[補正後額]  4,007万5千円
総務 可決

84
令和４年度小美玉市介護保険特別会計

補正予算（第２号）

[補正額]  1,154万5千円

[補正後額]  42億1,472万1千円

文教

福祉
可決

85
令和４年度小美玉市水道事業会計補正

予算（第３号）

収益的収入及び支出

支出　[補正額]  65万4千円

　　　[補正後額]  8億3,445万5千円

産業

建設
可決

86
令和４年度小美玉市下水道事業会計補正

予算（第２号）

収益的収入及び支出

収入　[補正額]  101万円

　　　[補正後額]  12億1,378万円

支出　[補正額]  101万円

　　　[補正後額]  11億7,768万9千円

産業

建設
可決

91
令和４年度小美玉市一般会計補正予算

（第10号）

[補正額]  1億2,068万6千円

[補正後額]  234億8,980万3千円
ー 可決

■条例（５件）

番号 案件名 内　　　容 付託 審議

74
小美玉市手数料の特例に関する条例の制定 

について

マイナンバーカードの普及促進及び市民の利便性向上

を目的として必要な事項を定めるもの
総務 可決

75
小美玉市職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例について

人事院の給与勧告に準じ、職員等の給与改定を実施

するため、所要の改正を行うもの
総務 可決

76
小美玉市職員の定年等に関する条例の一部

を改正する条例について

地方公務員法の一部を改正する法律の施行等を踏まえ、

職員の定年を引き上げるほか、所要の改正を行うもの
総務 可決

77
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例について

地方公務員法の一部を改正する法律の施行等を踏まえ、

関係条例について、所要の改正を行うもの
総務 可決

90
小美玉市部等設置条例の一部を改正する条例

について

社会経済情勢の変化に対応した簡素で効率的な行政

組織に向けた、小美玉市行政組織の機構改革に伴い、

所要の改正を行うもの

ー 可決

　令和４年第４回定例会は、12 月１日から 12 月 20

日までの20日間の会期で開かれ、全19議案を審議し、

上程された全 19 件の議案は、全会一致で可決されま

した。審議結果の詳細は以下のとおりとなります。

令和 4 年　第 4 回定例会
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■その他（３件）

番号 案件名 内　　　容 付託 審議

87 指定管理者の指定について
小美玉市小川海洋センターの指定管理者の指定期間が本年度で

最終年度となり、令和５年度以降の指定管理者を指定するもの

文教

福祉
可決

88 市道路線の認定について
開発による宅地分譲に伴い造成された道路を市道羽鳥

1660号線として認定するもの

産業

建設
可決

89 和解について
損害賠償に係る和解及び額について、地方自治法に基づき、

和解するもの

産業

建設
可決

■発議（１件）

4
小美玉市議会会議規則の一部を改正する
規則について

電子採決システムの活用により表決を行うことができる

ようにするため、所要の改正を行うもの
－ 可決

◆ 

霊
園
事
業
特
別
会
計 

【
議
案
第
83
号
】

問　

�

墓
じ
ま
い
の
件
数
と
撤
去
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

答　

�

本
年
度
は
現
在
、
墓
地
を
返
還
し
た
件
数
は
６
件
、

無
縁
仏
は
１
か
所
あ
る
。
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な

い
墓
地
は
、 

管
理
費
を
引
き
続
き
お
願
い
し
て
い

る
。

小美玉市議会は３つの常任委員会 （総務 ・ 文教福祉 ・ 産業建設） を設置しています。

議員はいずれかの委員会に属して議案審査にあたります。 12 月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

 常任委員会 Q & A

総　

務

（委　員）

◎植 木

〇香 取

   岩 本

   石 井

   戸 田

   真 家

◆ 

小
美
玉
市
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
74
号
】

問　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
交
付
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

�

令
和
元
年
度
は
全
体
で
９
６
０
件
。
令
和
２
年
度
は

１
，
６
８
４
件
。
令
和
３
年
度
は
３
，
１
９
４
件
。

本
年
度
は
10
月
現
在
で
２
，
７
０
３
件
。

問　

�

総
務
省
か
ら
の
指
示
に
よ
り
全
国
に
制
定
し
て
い
る

の
か
、
そ
れ
と
も
市
独
自
の
条
例
制
定
な
の
か
。

答　

�

国
が
全
国
的
な
普
及
拡
大
を
図
る
な
か
、
コ
ン
ビ
ニ

で
住
民
票
を
取
得
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
メ

リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
市
町
村
独
自

で
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　

委
託
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

�

現
在
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が
担
っ
て
い
る
一
部
業
務

に
つ
い
て
、
民
間
業
者
に
委
託
す
る
も
の
。
な
お
、
民

間
業
者
へ
の
委
託
と
な
る
が
、
本
人
の
意
向
な
ど
を

確
認
し
た
上
で
、
引
き
続
き
同
業
務
に
配
置
す
る
こ

と
を
考
え
て
お
り
、
雇
用
継
続
確
保
に
努
め
て
い
く
。

◆ 

会
計
年
度
任
用
職
員
一
部
業
務
包
括
委
託【

議
案
第
７８
号
】

▲霞台厚生施設を視察

審議結果
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産
業
建
設

（委　員）

◎長  島

〇長  津

   野　村

   田　村

   大  槻

   小　川

常任委員会 Q & A　

問　

�

今
回
の
補
正
で
、
物
価
等
高
騰
に
よ
り
市
内
小
中
学
校
・
義

務
教
育
学
校
及
び
幼
稚
園
や
各
施
設
の
電
気
使
用
料
の
不
足

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
算
出
し
て
い
る
か
。

答　

�

燃
料
費
調
整
額
や
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
な
ど
の
増
額
、

使
用
料
の
過
去
２
か
年
の
実
績
や
平
均
値
、
ま
た
今
年

度
９
月
ま
で
の
実
績
な
ど
を
考
慮
し
て
見
込
み
額
を
算

出
し
て
い
る
。

問　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
す
る
指
定
寄

附
金
と
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
に
対
す
る
指
定
寄
附

金
の
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
付
者
と
使
途
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
す
る
指
定
寄

附
金
は
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
様
か
ら
の

20
万
５
，
０
０
０
円
を
小
中
学
校
の
保
健
衛
生
管
理
費

に
、
一
昇
金
属
株
式
会
社
様
と
株
式
会
社
常
陽
銀
行
様

か
ら
の
１
０
０
万
円
を
美
野
里
中
学
校
の
サ
ー
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
購
入
の
財
源
と
し
て
充
当
し
て
い
る
。

　
　

�

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
に
対
す
る
指
定
寄
附
金
（
学
校

関
係
、
教
育
関
係
）
は
、
株
式
会
社
つ
く
ば
電
気
通
信

様
か
ら
の
１
，
０
０
０
万
円
で
小
中
学
校
の
情
報
教
育

関
係
経
費
（
３
０
０
万
円
）
と
小
川
北
義
務
教
育
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料
（
７
０
０
万
円
）
に
、

財
源
を
充
当
し
て
い
る
。

◆ 

物
価
等
高
騰
に
よ
り
、
今
年
度
分
の
電
気
使
用
料
が
不
足

【
議
案
第
７８
号
】

◆ 

指
定
寄
附
金
の
使
い
道
は 

【
議
案
第
７８
号
】

問　

�

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
補
正
増
は
、

総
合
事
業
に
お
け
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
委
託
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
、
直
営
で
の
地
域
包
括
の
処
理
能
力

が
下
が
っ
て
い
る
の
は
、
慢
性
的
な
専
門
職
の
不
足

で
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

�

委
託
件
数
の
増
加
は
、
間
違
い
な
く
現
状
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
員
増
を
会
計

年
度
任
用
職
員
で
の
募
集
や
人
材
派
遣
に
よ
る
補
充

な
ど
今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

◆ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
専
門
職
を
人
材
派
遣
で

【
議
案
第
84
号
】

文
教
福
祉

（委　員）

◎村 田

〇島 田

   市 村 

   福 島

   谷 仲

   鈴 木  

   山 崎

問　

�

企
業
誘
致
事
業
費
の
測
量
等
委
託
料
２
，
４
５
０
万

円
増
額
補
正
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

�

茨
城
空
港
周
辺
や
茨
城
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
沿
線
に

お
い
て
、
企
業
誘
致
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
費

用
の
調
査
を
す
る
た
め
の
委
託
料
と
し
て
補
正
す

る
。

◆ 

企
業
誘
致
事
業
費 

【
議
案
第
７８
号
】

◆ 

経
営
所
得
安
定
対
策
等
推
進
事
業
費
補
助
金

【
議
案
第
７８
号
】

問　

補
助
金
を
補
正
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

�

電
子
化
に
伴
い
、
農
林
水
産
省
と
の
行
政
手
続
き
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
・
審
査
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

構
築
を
行
う
た
め
。

問　

�

光
熱
水
費
を
大
き
く
増
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

�

電
力
価
格
高
騰
に
伴
い
、
巴
中
部
、
巴
南
部
、
納
場

北
部
、
堅
倉
南
部
の
処
理
場
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

１
５
０
基
の
電
気
使
用
料
５
４
３
万
円
を
補
正
し
た

た
め
。

◆ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計 

【
議
案
第
81
号
】

▲付託議案を審査
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※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

　皆さんの生活にかかわる市政全般について、

現状や方針などを要約して掲載しています。

　各議員の一般質問の模様はＱＲコードからご

覧になれます。

市
政
を
質た

だ

す
！

14 名一般質問

Ｑ
水
洗
化
率
向
上
へ
の
取
組
み

は
。
ま
た
、
下
水
道
施
設
の
再

整
備
・
最
適
化
に
対
す
る
所
見

は
。

Ａ
都
市
建
設
部
長　

下
水
道

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
を

対
象
と
し
た
従
来
の
接
続
工

事
費
助
成
に
加
え
、
森
林
湖

沼
環
境
税
に
よ
る
県
の
接
続

補
助
制
度
を
活
用
し
、
下
水

道
や
農
業
集
落
排
水
へ
の
接

続
工
事
費
の
一
部
を
一
定
の

要
件
を
満
た
す
世
帯
を
対
象

に
最
大
35
万
円
を
助
成
、
同

助
成
に
つ
い
て
令
和
５
年
度

か
ら
供
用
開
始
後
４
年
目
以

降
の
世
帯
に
も
拡
大
し
、
接

続
率
の
向
上
を
図
る
。
下
水

道
施
設
の
再
整
備
・
最
適
化

に
つ
い
て
は
、
下
水
道
整
備

区
域
の
縮
小
と
４
つ
の
農
業

集
落
排
水
施
設
を
公
共
下
水

道
に
編
入
し
、
流
域
関
連
公

共
下
水
道
に
統
合
す
る
位
置

付
け
と
し
て
い
る
。

Ｑ
流
域
治
水
へ
の
取
組
み
の

中
、
霞
ヶ
浦
堤
防
堤
脚
水
路

（
市
占
有
部
分
）
に
溜
ま
っ
た

泥
に
対
す
る
対
応
及
び
水
路

の
治
水
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
都
市
建
設
部
長　

堤
脚
水

路
は
農
業
用
水
の
取
水
の
他
、

内
水
排
除
の
た
め
の
排
水
機

場
ま
で
の
水
路
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
雨
水

流
失
量
の
増
加
や
蓮
田
か
ら

排
出
さ
れ
る
泥
土
の
影
響
に

よ
り
水
路
内
に
砂
が
堆
積
し

内
水
排
除
に
阻
害
が
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

内
水
排
除
阻
害
の
防
止
を
目

的
に
、
堤
脚
水
路
の
日
常
点

検
を
行
い
、
阻
害
が
確
認
さ

れ
た
場
所
で
は
浚
渫
等
の
対

策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
国

管
理
区
間
と
一
体
的
な
維
持

管
理
が
効
果
的
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
と
調
整

の
上
、
必
要
な
措
置
を
図
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る

な
ど
、
堤
脚
水
路
全
体
で
機

能
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
適
正

な
維
持
管
理
を
図
っ
て
い
く
。

下水道施設の再整備 ・ 最適化について

谷仲　和雄

▶
堤︎
脚
水
路

 

（
令
和
4
年
10
月
20
日
撮
影
）

　　一般質問

農業集落排水施設を公共下水道に編入する

※質問順

谷仲　和雄

長島　幸男

植木　弘子

小川　賢治

P　8

P 11

香取　憲一

山崎　晴生

村田　春樹

石井　旭

島田　清一郎

P 12

真家　功　

P 13

P 10

P  9

長津　智之

福島　ヤヨヒ

鈴木　俊一

P  ７

P 14

戸田　見良

録画配信
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　　一般質問

Ｑ
１
出
産
・
子
育
て
応
援
交

付
金
の
活
用
に
つ
い
て

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
必

要
な
支
援
に
繋
が
る
伴
走
型

の
相
談
支
援
の
充
実
、
経
済

的
支
援
を
一
体
と
し
て
実
施

す
る
事
業
を
支
援
す
る
交
付

金
の
活
用
を
求
め
ま
す
。

Ａ
保
健
衛
生
部
長　

12
月
中

旬
に
国
か
ら
示
さ
れ
る
要
綱

や
Q
Ａ
を
踏
ま
え
て
本
市
の

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

そ
し
て
、
県
の
補
助
金
も
入

る
と
こ
ろ
か
ら
、
県
と
足
並

み
も
揃
え
て
予
算
化
し
て
実

施
に
向
け
進
め
て
参
り
た
い
。

Ｑ
２
H
Ｐ
Ｖ

（
子
宮
頸
が
ん
）

ワ
ク
チ
ン
関
連
予
算
に
つ
い
て

現
在
の
取
り
組
み
と
９
価
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
の
情

報
提
供
を
含
め
た
、
対
象
者

へ
の
通
知
を
求
め
ま
す
。
更

に
、
男
性
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
効
果
の
周
知
に
つ
い
て
要

望
し
ま
す
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
出
生
数
が
過
去
最
低
ペ
ー

ス
、
危
機
的
状
況
の
中
、
小

美
玉
市
で
の
認
識
と
考
え
る

対
策
は
？

Ａ
企
画
財
政
部
長　

総
合
的

な
少
子
化
対
策
の
う
ち
こ
れ

ま
で
行
き
届
か
な
か
っ
た
結

婚
支
援
に
力
を
入
れ
た
い
。

令
和
５
年
度
は
新
規
事
業
と

し
て
、
い
ば
ら
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
登
録
料
を

助
成
し
出
会
い
か
ら
結
婚
に

つ
な
が
る
支
援
と
併
せ
て
子

供
を
産
み
や
す
い
・
育
て
や

す
い
環
境
整
備
を
進
め
る
た

め
、
紙
お
む
つ
の
助
成
や
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
市
独
自
の
不
妊
治
療

費
の
助
成
を
考
え
て
お
り
、

結
婚
か
ら
妊
娠
期
、
子
育
て

期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
し
て
い
く
。

Ａ
保
健
衛
生
部
長　

令
和
４

年
度
の
積
極
的
勧
奨
の
再
開

に
伴
い
、
接
種
者
へ
の
説
明

書
、
予
約
票
を
発
送
す
る
な

ど
接
種
勧
奨
を
実
施
。
令
和

４
年
度
１０
月
末
の
実
績
は
延

３
０
９
人
、
約
半
年
で
前
年

度
比
２
倍
以
上
伸
び
て
い
ま

す
。
９
価
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
正
式
に
定
期
接
種
化
が

決
定
し
ま
し
た
ら
、
国
か
ら

の
通
達
に
従
い
、
速
や
か
に

対
象
者
へ
の
周
知
徹
底
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
3
高
齢
者
施
設
の
防
災
・

減
災
対
策
に
つ
い
て

地
域
の
施
設
利
用
者
の
安
全

と
安
心
の
た
め
に
も
、
必
要

な
予
算
を
確
保
し
、「
地
域

介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施

設
整
備
交
付
金
」
等
の
補
助

金
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

Ａ
福
祉
部
長　

施
設
の
老
朽

に
伴
う
大
規
模
修
繕
は
、
今

後
、
必
要
性
が
見
込
ま
れ
る

の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者

か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、

対
応
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

市
行
政
に
つ
い
て

行
政
評
価[

役
所
仕
事
の
事

務
事
業
評
価]

の
推
進
に
つ

い
て

Ｑ
税
金
の
使
わ
れ
方
や
成
果

を
住
民
に
報
告
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

Ａ
企
画
財
政
部
長　

来
年
度

か
ら
外
部
評
価
委
員
会
を
設

置
し
透
明
性
が
高
く
、
市
民

に
も
わ
か
り
や
す
い
新
た
な

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
実
施
し
た
い
。

再
Ｑ
外
部
評
価
委
員
の
構
成

や
選
ぶ
基
準
に
つ
い
て

Ａ
企
画
財
政
部
長　

総
合
計

画
審
議
会
な
ど
の
中
か
ら
議

員
・
学
識
経
験
者
・
市
民
団

体
等
の
代
表
者
な
ど
市
民
目

線
か
つ
、
客
観
的
に
評
価
で

き
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選

出
し
た
い
。

再
Ｑ
先
例
地
の
西
ノ
宮
市
、

那
珂
市
、
高
松
市
の
取
り
組

み
を
参
考
す
る
考
え
は
な
ど

他教
育
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

再
Ｑ
通
学
路
の
安
全
対
策
未

完
了
の
対
策
（
本
年
度
で
対

策
す
る
箇
所
）
に
つ
い
て

出産 ・ 子育て応援交付金の活用を求める

小美玉市の少子化対策について

植木　弘子

戸田　見良

「県と足並みも揃えて予算化し」 実施して参りたい

結婚につながる支援と子供を産みやすい ・ 育てやすい環境整備を進める

小美玉市の自然動態は（9月現在）
出生数202人 死亡数496人 294人減

録画配信

録画配信

▶
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
の

　

給
付
イ
メ
ー
ジ
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　　一般質問

Ｑ
市
長
の
所
信
表
明
に
お
け
る

新
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て

新
市
長
が
誕
生
し
約
７
か
月

が
過
ぎ
、
新
市
長
に
よ
り
初

め
て
の
予
算
編
成
作
業
中
だ

と
思
う
が
、
市
長
の
所
信
表

明
に
お
け
る
教
育
・
福
祉
・

農
業
・
商
工
観
光
・
地
域
防

災
の
５
つ
の
重
点
施
策
を
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
予
算
化

が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
は
予
算
化
が
実
現
で
き

る
の
か
伺
う
。
予
算
編
成
に

お
い
て
は
、「
選
択
と
集
中
」

を
言
葉
だ
け
に
留
め
ず
、「
決

断
と
実
行
」
か
ら
小
美
玉
新

時
代
の
第
一
歩
が
新
年
度
予

算
で
あ
る
の
で
、
政
策
的
経

費
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
企
画
財
政
部
長　

小
美
玉

市
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な

り
、
市
長
が
掲
げ
る
５
つ
の

重
点
施
策
及
び
後
期
基
本
計

画
を
着
実
に
進
展
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
優
先

的
か
つ
着
実
に
推
進
さ
せ
る
た

め
の
予
算
を
確
保
し
て
い
く
。

Ｑ
百
里
基
地
対
策
に
つ
い
て

特
殊
訓
練
に
お
け
る
防
衛
省

あ
る
い
は
百
里
基
地
と
の
事

前
協
議
及
び
市
民
へ
の
周
知
、

調
整
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
４
年
に
な
っ
て
か
ら
百

里
基
地
に
お
い
て
、
例
年
に

な
い
特
別
訓
練
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
事
前
調
整
・
事
前

連
絡
が
な
い
中
で
余
り
に
も

急
遽
な
訓
練
が
続
い
て
い
る
。

周
辺
住
民
に
対
し
十
分
な
周

Ｑ
小
美
玉
市
に
帰
住
す
る
人

材
育
成
を
目
的
と
し
た
奨
学

金
貸
与
制
度
（
オ
ミ
タ
ー
ン

制
度
）
は
？

Ａ
教
育
部
長　

「
全
国
的
な

傾
向
と
し
て
制
度
利
用
者
が

少
な
く
、
有
効
な
手
だ
て
で

は
な
い
」
「
費
用
対
効
果
は
ど

う
な
の
か
」
「移
住
促
進
計
画

に
力
を
入
れ
る
べ
き
」
な
ど

の
意
見
が
有
識
者
会
議
で
出

さ
れ
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

Ｑ
災
害
時
に
、
太
陽
光
発
電

に
よ
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
の
充
電
も
で
き
る
街
灯
を

Ａ
危
機
管
理
監　

現
在
、
小

中
学
校
や
公
共
施
設
の
37
施

設
に
73
基
設
置
。
周
知
す
る

と
と
も
に
、
設
置
個
所
の
拡

大
も
含
め
て
調
査
研
究
し
て

い
く
。

Ｑ
堅
倉
地
区
の
下
水
道
整
備

は
？

Ａ
都
市
建
設
部
長　

個
別
処

理
へ
の
転
換
に
よ
る
合
併
処

理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
は

じ
め
、
堅
倉
南
部
の
農
業
集

落
排
水
施
設
の
公
共
下
水
道

へ
の
編
入
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
が
、
国
道
６
号
小
美
玉
道

路
の
整
備
計
画
な
ど
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
た
汚
水
処
理
整

備
構
想
に
は
必
要
に
応
じ
た

見
直
し
等
も
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
水
道
料
金
の
今
後
の
見
通

し
は
？

知
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
う

が
、
こ
の
特
別
な
訓
練
に
対

し
、
市
と
防
衛
省
関
係
部
署

と
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
事

前
協
議
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

基
地
周
辺
の
方
々
の
日
常
生

活
に
、
不
安
や
危
険
性
を
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
第

一
に
考
え
る
の
が
、
基
地
所

在
地
で
あ
る
小
美
玉
市
の
使

命
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
も
う
一

度
原
点
に
返
り
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
都
市
建
設
部
長　

百
里
基

地
で
の
特
別
な
訓
練
が
実
施

さ
れ
る
場
合
は
、
周
辺
住
民

へ
の
周
知
と
十
分
な
理
解
を

得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

十
分
な
期
間
を
も
っ
て
事
前

情
報
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に

防
衛
省
側
に
要
望
し
て
い
る
。

公
表
の
際
に
は
直
ち
に
地
元

協
議
会
を
は
じ
め
、
小
川
地

域
の
区
長
を
通
じ
回
覧
依
頼

を
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報

提
供
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
掲
載
し
て
い
る
。

今
後
も
市
民
へ
の
周
知
と
引

き
続
き
事
前
情
報
の
提
供
を

防
衛
省
側
に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対

策
に
つ
い
て
（
要
望
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
は
、
十
分
な
る
防
疫
対
策

に
努
め
ら
れ
、
未
然
防
止
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
今
回
の
件
に
関
し
て

は
、
「
対
岸
の
火
事
」
で
は

な
く
、「
他
山
の
石
」
と
し

て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
水
道
局
長　

原
油
価
格
の

高
騰
に
よ
る
電
気
料
金
が
前

年
比
４０
％
増
に
な
り
、
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
水

道
事
業
審
議
会
か
ら
料
金
改

定
率
２０
％
増
の
答
申
を
受
け

て
い
る
。

Ｑ
環
境
学
習
は
？

Ａ
市
民
生
活
部
長　

堅
倉
小

学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

「
毎
日
少
し
ず
つ
、
自
分
た

ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら
」
の

取
組
を
広
報
お
み
た
ま
お
知

ら
せ
版
で
紹
介
し
た
。
市
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
。

Ｑ
今
年
度
の
市
職
員
採
用
試

験
は
？

Ａ
総
務
部
長　

１
次
試
験
に

リ
ク
ル
ー
ト
社
の
S
Ｐ
Ｉ
試

験
を
採
用
し
、
D
Ｘ
の
推
進
、

優
秀
な
人
材
の
獲
得
に
向
け

た
工
夫
と
し
て
ウ
ェ
ブ
受
験

を
実
施
し
た
。
不
具
合
で
受

験
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

な
い
。

【
提
案
】
美
野
里
地
区
に
図

書
館
を

「市長所信表明における５つの重点政策 ： 新年度予算にどのように反映されるのか

今後の水道料金の見通しは？

真家　功

鈴木　俊一

優先的かつ着実に推進させるための予算を確保していきたい

改定時期を慎重に判断している
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10   令和 4 年 12 月定例会

　　一般質問

Ｑ
樹
木
の
大
径
木
化
や
過
密

化
に
よ
り
根
上
り
や
倒
伏
・

落
枝
に
よ
る
障
害
や
枝
が
伸

び
て
信
号
機
が
見
え
に
く
く

危
険
で
あ
る
と
住
民
は
困
っ

て
い
る
。
旧
下
吉
影
小
学
校

付
近
の
桜
の
木
を
含
め
歩
道

整
備
を
提
案
す
る
。

Ａ
都
市
建
設
部
長　

旧
下
吉

影
小
学
校
付
近
の
桜
の
木
を

含
め
歩
道
整
備
沿
道
桜
が
地

域
の
名
所
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
景
観
を
考
慮
し
た
道

路
再
整
備
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
羽
鳥
駅
へ
向
か
う
欅
通
り

と
銀
杏
通
り
は
日
陰
や
落
ち

葉
に
住
民
は
悩
ま
さ
れ
て
居

り
ま
す
。
ま
た
、
信
号
機
付

近
は
急
カ
ー
ブ
の
た
め
危
険

で
す
。
自
転
車
や
歩
行
者
も

見
づ
ら
く
危
険
な
通
学
路
で

す
。
再
整
備
計
画
は
出
来
て

い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
都
市
建
設
部
長　

剪
定
に

加
え
道
路
交
通
の
安
全
の
確

保
に
重
点
を
置
い
た
一
部
除

却
を
実
施
し
、
一
定
の
景
観

を
考
慮
し
な
が
ら
安
全
対
策

に
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
市
長　

危
険
な
樹
木
の
除

却
を
実
施
し
、
誰
も
が
親
し

み
や
す
く
歩
き
や
す
い
空
間

Ｑ
各
中
学
校
の
部
活
数
は

Ａ
教
育
長　

運
動
部
と
文
化

部
合
計
で
、
小
川
南
中
10
、

小
川
北
義
務
教
育
学
校
７
、

美
野
里
中
20
、
玉
里
学
園
義

務
教
育
学
校
８
、
市
内
合
計

で
総
数
45
、
運
動
部
35
、
文

化
部
10
。

Ｑ
部
活
動
の
現
状
は

Ａ
教
育
長　

全
学
校
、
部
活

動
加
入
は
、
任
意
で
あ
り
、

各
学
校
の
部
活
動
加
入
率
は

85
～
95
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
生
徒
が
部
活
動
に
対

し
て
自
主
的
、
自
発
的
に
参

加
を
し
て
い
ま
す
。
部
活
動

で
は
、
全
国
大
会
、
関
東
大

会
へ
出
場
す
る
等
活
躍
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

Ａ
教
育
長　

国
・
県
の
指
針

同
様
、
令
和
７
年
ま
で
に
休

日
の
部
活
動
を
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
等
に
委
ね
る
、
地

域
移
行
完
了
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
段
階
的
な
移
行
と
な

り
ま
す
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な

地
域
移
行
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
教
職
員
、
生
徒
、
保

護
者
に
今
後
の
動
向
等
、
情

報
提
供
や
情
報
共
有
を
し
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
移
行

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
『
消
防
本
部
・
小
川
消
防

署
と
玉
里
消
防
署
』
の
統
廃

合
と
借
地
な
の
で
移
転
先
に

旧
野
田
小
学
校
跡
地
を
再
提

案
い
た
し
ま
す
。

【
要
望
】
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
対
象
に
組
み
込
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

Ａ
市
長　

施
設
の
統
廃
合
の

消
防
本
部
・
消
防
署
の
建
て

替
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消

防
本
部
併
設
小
川
消
防
署
が

借
地
で
あ
る
こ
と
や
、
敷
地

が
狭
隘
で
必
要
な
面
積
が
確

保
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

消
防
団
員
を
対
象
と
し
た
庁

舎
建
設
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

移
転
・
新
築
場
所
の
再
提

案
に
つ
い
て
で
す
が
、
移
転

の
条
件
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

管
轄
区
域
の
中
央
で
あ
る
こ

と
や
病
院
な
ど
の
公
共
機
関

に
近
い
こ
と
、
ま
た
他
の
区

域
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
い

こ
と
や
住
宅
地
を
避
け
る
こ

と
、
以
上
が
移
転
先
の
条
件

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
取
組
み
は

Ａ
教
育
長　

ス
ム
ー
ズ
な
地

域
移
行
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

移
行
に
あ
た
っ
て
は
市
内
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携

協
力
し
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
へ
よ
り
専

門
的
な
指
導
の
実
現
と
教
員

の
負
担
軽
減
を
ね
ら
い
と
し
、

顧
問
教
員
の
代
わ
り
に
単
独

で
部
活
動
の
指
導
・
引
率
等

が
で
き
る
部
活
動
指
導
員
の

増
員
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
部

活
動
が
人
間
形
成
の
機
会
と

な
り
、
多
様
な
生
徒
が
活
躍

で
き
る
場
と
な
る
よ
う
、
運

営
体
制
の
構
築
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

・
本
市
の
障
害
者
雇
用
の
現

状
に
つ
い
て

　

採
用
の
状
況

　

雇
用
率
の
状
状

　

職
場
定
着
の
状
況　

・
障
害
者
の
活
躍
を
推
進
す

る
た
め
の
環
境
整
備
、
人
事

管
理
に
つ
い
て

市内の街路樹が抱える問題対策と再生整備を提案する

今後の市内中学校 ・ 義務教育学校の部活動は

石井　旭

長島　幸男

歩行者の安全対策を優先し、 親しみやすい歩道整備を図る

「地域移行」 により、 生徒へのより専門的な指導の実現と教職員の負担軽減を図る
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　　一般質問

1.
小
美
玉
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
行
政
に
つ
い
て
伺
う

①
Ｑ
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
機

会
の
充
実
に
つ
い
て

Ａ
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
支

援
、
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
実
施
し
て
い
る
。

②
Ｑ
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

推
進
に
つ
い
て

Ａ
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

「
小
美
玉
ス
ポ
レ
ク
デ
ー
」
「ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
な
ど
市
民
誰
も

が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
る
。

③
Ｑ
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

に
つ
い
て

Ａ
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
の
活
動
支

援
や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

指
導
者
研
修
会
の
開
催
、
各

団
体
や
指
導
者
の
育
成
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
担
い
手
で
あ
る
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
事
業
の
充
実
を
図
り
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
等
、

市
民
が
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
の
出
来
る
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

④
Ｑ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

に
つ
い
て

Ａ
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

学
校
体
育
施
設
の
開
放
事
業

で
は
、
予
約
シ
ス
テ
ム
と
連

動
す
る
リ
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
採

用
に
よ
り
、
利
便
性
を
大
き

く
向
上
さ
せ
て
い
る
。
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
長
期
的
な
視
点
に

よ
る
整
備
に
つ
い
て
は
、
公

Ｑ
「
歴
史
ま
ち
作
り
法
」
へ

の
挑
戦
を
通
し
て
小
美
玉
の

伝
統
文
化
を
継
承
し
、
ま
ち
作

り
を
進
め
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

Ａ
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

通
称

「
歴
ま
ち
法
」
は
文
化

庁
、
国
交
省
、
農
林
水
産
省

の
三
つ
の
省
庁
か
ら
補
助
を

受
け
ら
れ
る
事
業
。
市
長
公

約
の

「
豊
か
な
心
・
郷
土
を

愛
す
る
心
を
育
む
必
要
性
の

観
点
か
ら
も
、
全
庁
的
な
取

り
組
み
と
し
て
歴
史
的
遺
産

と
そ
の
周
辺
の
市
街
地
や
農

地
が
一
体
的
と
な
っ
て
整
備

さ
れ
る
べ
き
と
捉
え
て
い
る
。

【
要
望
】
こ
う
い
っ
た
チ
ャ

ン
ス
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
す

る
事
が
、
市
の
職
員
の
ス
キ

ル
向
上
と
市
の
発
展
に
つ
な

が
る
の
は
間
違
い
な
い
。
ぜ

ひ
と
も
挑
戦
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
子
育
て
世
代
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
教
育
委

員
会
子
ど
も
課
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

Ａ
保
健
衛
生
部
長　

1
年
前

に
比
し
て
出
生
数
は
３
０
０

人
を
割
り
込
ん
だ
が
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
相
談
に
訪

れ
る
妊
産
婦
お
よ
び
出
産

後
の
お
母
さ
ん
達
の
割
合
が

50
％
ま
で
達
し
て
お
り
、
相

談
体
制
の
改
善
が
急
務
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
3
歳
以

降
は
子
ど
も
課
が
所
管
と
な

る
が
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
を
更
に
構
築
さ
せ
る
た

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
整

理
を
し
て
い
く
計
画
が
あ
り

ま
す
が
、
利
用
者
の
利
便
性

の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、

活
動
場
所
の
利
用
調
整
等
を

行
い
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

2.
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ

い
て

①
Ｑ
静
岡
県
牧
之
原
市
の
認

定
こ
ど
も
園
で
３
才
女
児
が

通
園
バ
ス
内
に
取
り
残
さ
れ

死
亡
し
た
事
件
を
受
け
て
、

本
市
に
お
け
る
実
施
調
査
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
教
育
部
長　

公
立
幼
稚
園

３
園
、
民
間
保
育
園
７
法
人

で
使
用
し
て
い
る
送
迎
バ
ス
16

台
の
実
地
調
査
を
行
っ
た
。
実

地
調
査
で
は
全
て
の
施
設
で
、

安
全
管
理
に
適
し
た
運
行
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
全
て
の
園
児
の
安
全

が
守
ら
れ
、
健
や
か
な
成
長

を
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
保
育

施
設
等
に
お
け
る
送
迎
バ
ス
の

安
全
管
理
の
徹
底
を
図
る
。

②
Ｑ
園
の
方
針
で
来
年
４
月

か
ら
通
園
バ
ス
の
警
報
ブ

ザ
ー
や
車
内
カ
メ
ラ
な
ど
安

全
装
置
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
、
国
等
の
補
助
金
に
つ
い

て
も
制
度
化
さ
れ
る
見
込
み

で
す
が
、
本
市
と
し
て
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
教
育
部
長　

早
期
に
補
助

金
を
活
用
し
、
子
供
の
安
全

対
策
を
強
化
す
る
た
め
全
て

の
送
迎
バ
ス
の
安
全
装
置
改

修
支
援
を
図
る
。

め
、
「
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
す
べ
く
現

在
調
整
中
で
あ
る
。
ま
た
独

自
の
施
策
と
し
て
来
年
度
よ

り
新
生
児
家
庭
に
対
し
紙
オ

ム
ツ
1
年
分

（
12
パ
ッ
ク
）

を
市
内
店
舗
で
使
え
る
ク
ー

ポ
ン
形
式
で
支
給
で
き
る
よ

う
予
算
調
整
中
で
あ
る
。

Ｑ
高
齢
者
等
ゴ
ミ
出
し
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
の
対
象
地
区
外
で
、
本

来
救
わ
れ
る
べ
き
人
達
は
多

数
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

の
事
業
の
課
題
等
は
何
か
。

Ａ
市
長
公
室
長　

本
年
度

は
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
実
証

し
て
い
る
ス
タ
ー
ト
の
年
で

あ
り
、
現
在
6
行
政
区
で
利

用
世
帯
数
は
13
世
帯
、
搬

出
合
計
３
１
９
回
の
実
績
と

な
っ
て
い
る
。
現
状
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
を
上
げ
る
か
上

げ
な
い
か
は
区
長
さ
ん
の
判

断
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

ま
た
行
政
区
に
加
入
し
て
い

る
か
ど
う
か
も
焦
点
と
な
る

が
、
将
来
的
に
は
実
施
主
体

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
し
、

行
政
区
の
加
入
・
非
加
入
に

か
か
わ
ら
ず
、
市
全
体
を
カ

バ
ー
で
き
る
体
制
構
築
と
発

展
を
目
指
す
。

【
要
望
】
1
日
も
早
く
救
わ

れ
る
べ
き
人
達
に
あ
ま
ね
く

光
が
当
て
ら
れ
る
様
、
事
業

の
効
果
検
証
を
し
っ
か
り
行

い
、
ベ
ス
ト
な
形
に
持
っ
て

行
っ
て
欲
し
い
。

子育て世代地域包括センターの機能充実を強く要望する

小川　賢治

香取　憲一

保育施設等における送迎バスの安全管理の徹底を図ります

子ども家庭センターを設置し、 独自の施策に取り組んでいく

子どもの安全確保は

▲よつば幼稚園送迎バス

録画配信
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※
20
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
…
住
民
基
本
台
帳
、
選
挙
人
名
簿
管
理
、
固
定
資
産
税
、
個
人
住
民
税
、
法
人
住
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
障
害
者
福
祉
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
、
児
童
手
当
、
生
活
保
護
、
健
康
管
理
、

就
学
、
児
童
扶
養
手
当
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
印
鑑
登
録
、
戸
籍
、
戸
籍
附
票

　　一般質問

Ｑ
市
内
循
環
バ
ス
と
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
化
を
提
案
す
る

Ａ
企
画
財
政
部
長　

デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
者
の
状
況
を

分
析
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型

を
含
め
、
小
美
玉
市
地
域
公

共
交
通
会
議
に
諮
り
、
利
用

者
の
移
動
手
段
の
確
保
や
利

便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
子
育
て
タ

ク
シ
ー
の
導
入
を
提
案
す
る

Ａ
企
画
財
政
部
長　

出
産

を
控
え
た
妊
婦
等
が
事
前
に

連
絡
先
な
ど
を
登
録
し
て
お

く
こ
と
で
、
陣
痛
時
や
入
退

院
時
な
ど
に
指
定
の
病
院
へ

送
迎
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

県
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
一

部
の
地
域
に
お
い
て
運
営
し

て
い
る
ほ
か
、
妊
産
婦
、
乳

児
が
健
康
診
断
や
予
防
接

種
な
ど
の
際
に
利
用
す
る
タ

ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。
現
在
、
高
齢
者
な
ど
に

対
し
て
助
成
し
て
い
る
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
交
付
対
象

者
の
拡
充
を
含
め
、
関
係
部

署
と
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
ご
み
減
量
化
の
た
め
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
徹
底
回

収
を
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。
30
リ
ッ
ト
ル
の
ご
み

袋
が
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
る

が
、
な
ぜ
サ
イ
ズ
が
30
リ
ッ

ト
ル
な
の
か
。
配
布
後
の
検

証
を
し
っ
か
り
行
い
一
層
の

減
量
化
に
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。

Ａ
市
民
生
活
部
長　

4
月

か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
に
基
づ
き
白
色

発
泡
ト
レ
イ
、
透
明
プ
ラ
容

器
を
各
庁
舎
で
回
収
し
て
い

る
。
環
境
保
全
小
美
玉
市
民

会
議
の
リ
サ
イ
ク
ル
助
成
事

業
と
し
て
も
各
地
区
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
回
収
を
促
進
し
て

い
る
。
ス
ー
パ
ー
、
エ
コ
シ
ョ
ッ

プ
で
の
回
収
も
利
用
し
て
欲

し
い
。
30
リ
ッ
ト
ル
配
布
事

業
は
ゴ
ミ
減
量
化
の
実
証
実

験
と
し
て
、
先
進
事
例
を
参

考
に
し
た
。
検
証
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
は
如
何
に
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
予
約
が
取
り
に
く
い
と

言
わ
れ
て
い
る
が
対
応
は
如

何
に
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
学
級
閉

鎖
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
学
級
閉
鎖
等
で
食
べ
な

い
給
食
費
の
負
担
は
お
か
し

い
。
無
償
化
の
検
討
を
。

Ａ
保
健
衛
生
部
長　

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
落

ち
着
い
て
き
た
の
で
、
予
約

Ｑ
A
I
・
自
動
運
転
化
を
提

案
す
る

Ａ
企
画
財
政
部
長　

通
勤
、

通
学
な
ど
で
、
利
用
者
が
多

い
朝
及
び
夕
方
と
夜
は
通
常

の
路
線
バ
ス
を
運
行
し
て
、

利
用
者
の
少
な
い
日
中
は
、

Ａ
Ｉ
の
技
術
を
活
用
し
利
用

者
か
ら
の
要
望
に
合
わ
せ
て

バ
ス
の
運
行
経
路
と
運
行
時

刻
を
最
適
化
し
、
運
行
し
て

い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
参
考
に
市
民
が
利
用

し
や
す
い
仕
組
み
を
検
討
し

ま
す
。

Ｑ
ス
マ
ホ
市
役
所
の
導
入
に

つ
い
て
提
案
す
る

Ａ
総
務
部
長　

国
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ひ
と
つ
で
手
続
き

が
で
き
る
環
境
を
、
令
和
７

年
度
ま
で
に
構
築
し
、
稼
働

さ
せ
る
と
し
て
お
り
、
自
治

体
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
を
重
点
事
項
と

し
て
進
め
て
い
ま
す
。
市
で

は
国
の
施
策
と
連
動
し
、
20※

の
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
統
一
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
さ

ら
に
は
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
お
知
ら
せ

で
き
る
環
境
作
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

枠
の
増
加
に
努
め
て
い
く
。

学
級
閉
鎖
は
ク
ラ
ス
で
複
数

の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
5

日
程
度
を
目
安
に
行
っ
て
い

る
。
給
食
費
の
無
償
化
は

国
の
交
付
金
の
活
用
も
見
据

え
、
財
政
確
保
が
で
き
る
か

内
部
で
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
者

の
実
態
と
安
全
対
策
は
充
分

か
。
乗
車
、
下
車
時
の
安
全

確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ
教
育
部
長　

ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
、
市
内
23
カ
所
に
乗

降
所
を
設
け
10
台
運
行
し
、

３
３
２
人
の
児
童
が
利
用
し

て
い
る
。
乗
車
・
下
車
時
の

安
全
確
認
と
し
て
は
、
バ
ス

運
行
業
者
に
対
し
、
運
行
時

に
お
け
る
安
全
確
認
の
指
導

を
徹
底
し
て
い
る
と
と
も
に
、

各
学
校
に
お
い
て
は
、
利
用

児
童
に
対
し
乗
降
時
に
お
け

る
安
全
指
導
を
行
う
な
ど
事

故
防
止
に
努
め
て
い
る
。
一

部
の
停
留
所
で
は
、
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
安
全
確
認

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
る
。

Ｑ
公
共
施
設
の
建
物
、
敷
地

の
安
全
管
理
に
つ
い
て
。
小

川
消
防
署
玄
関
前
の
段
差
解

消
は
？

Ａ
消
防
長　

各
施
設
管
理
者

が
行
っ
て
い
る
。
遅
れ
て
い

た
が
小
川
消
防
署
玄
関
前
の

段
差
は
修
復
し
た
。

市内循環バスを自動運転化を提案する

ごみ減量化、 資源化促進の取り組みの拡大を

村田　春樹

福島 ヤヨヒ

市民が利用しやすい仕組みを検討していく

プラスチックの回収をさらに促進していく
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よ
る
費
用
負
担
が
不
公
平
感

の
無
い
よ
う
予
算
の
確
保
を

し
、
指
導
者
に
関
し
て
は
組

織
的
に
対
応
で
き
る
体
制
の

構
築
が
、
指
導
者
の
確
保
の

た
め
に
も
必
要
と
な
る
と
考

え
る
。

【
要
望
】
地
域
性
に
合
っ
た

中
学
校
部
活
動
の
在
り
方
を

「
子
供
達
の
事
を
中
心
」
に

慎
重
に
多
面
的
に
考
え
る
よ

う
要
望
す
る
。

Ｑ
第
８
期
計
画
で
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
新
規
開
設
に
つ

い
て
供
給
過
多
で
は
な
い
か
。

Ａ
福
祉
部
長　

第
８
期
計
画

中
に
、
１
施
設
開
設
予
定
と

な
っ
て
お
り
待
機
者
を
解
消
で

き
る
も
の
と
算
定
し
て
い
る
。

【
要
望
】
今
後
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
設
置
は
、
介
護
人

材
含
め
地
域
介
護
サ
ー
ビ
ス

全
体
の
影
響
を
十
分
考
慮
し

計
画
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　　一般質問

Ｑ
小
美
玉
市
に
は
養
鶏
・
乳

牛
・
肉
牛
・
豚
な
ど
の
家
畜

糞
尿
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
資
源
が
豊
富
に
あ
る

が
、
市
と
し
て
は
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
産
業
経
済
部
長　

酪
農
、

養
鶏
、
養
豚
農
家
が
分
布
し

て
お
り
、
一
年
を
通
し
て
供

給
が
可
能
な
資
源
を
有
し
て

い
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
建
設
費
用
・
安

定
し
た
家
畜
排
泄
物
の
供
給

維
持
な
ど
、
様
々
な
課
題
が

あ
り
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
有

益
だ
と
考
え
る
が
、
発
電
方

式
、
施
設
規
模
、
副
産
物
の

活
用
方
法
な
ど
の
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
提
案
】
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
安
定
的

な
電
力
供
給
で
防
災
に
強
い

ま
ち
作
り
を
提
案
す
る
。

Ｑ
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
関
し
て
の
市
が
想
定
し
て
い

る
課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て

Ａ
教
育
長　

様
々
あ
る
が
、

保
護
者
の
費
用
負
担
、
指
導

者
の
確
保
を
問
題
点
と
し
て

考
え
て
い
る
。
移
行
期
間
に

Ｑ
市
長
が
着
実
に
市
民
に
対

し
て
事
業
を
執
行
し
て
い
く

中
で
市
組
織
の
一
部
改
編
が

必
要
で
は
な
い
か
。
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
部
や
危
機
管
理

部
、
子
供
関
係
で
は
国
の
こ

ど
も
庁
の
新
設
等
も
あ
り
、

小
美
玉
新
時
代
に
向
け
て
各

部
門
を
精
査
し
、
住
民
に
対

し
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
出
来
る
組
織
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
市
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

Ａ
総
務
部
長　

新
年
度
の

組
織
の
改
編
に
つ
い
て
は
島

田
市
長
か
ら
、
す
で
に
行
政

組
織
の
見
直
し
の
指
示
が
あ

り
、
部
課
長
に
対
す
る
行
政

組
織
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま

え
、
副
市
長
を
委
員
長
と
し

た
、
行
政
組
織
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
た
簡
素
で
効
率

的
な
組
織
に
向
け
て
協
議
し

て
い
ま
す
。
新
年
度
か
ら
更

な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
業
務
の
連
携
、
効
率
化
を

念
頭
に
置
き
、
市
の
発
展
に

つ
な
が
る
組
織
づ
く
り
に
向

け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
市
職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ

い
て

①
発
生
事
案
の
内
容
説
明
を

伺
う
。

②
発
生
事
案
は
、
い
つ
頃
わ

か
っ
た
の
か
伺
う
。

③
市
及
び
住
民
に
対
す
る
被

害
は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

Ａ
副
市
長　

①
令
和
3
年
度

の
国
・
県
補
助
事
業
で
す
。

実
際
に
は
行
っ
て
い
な
い
事
業

を
実
施
し
た
と
書
類
を
作
成

し
ま
し
た
。
公
文
書
偽
造
を

し
、
国

・
県
よ
り
補
助
金
が

過
大
入
金
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ
副
市
長　

②
令
和
4
年
度

新
体
制
と
な
り
、
業
務
確
認

及
び
精
査
作
業
を
し
た
過
程

で
分
か
り
ま
し
た
。
直
ち
に

是
正
手
続
を
行
い
ま
し
た
。

Ａ
副
市
長　

③
市
及
び
住
民

に
対
し
て
被
害
は
、
市
は
返

金
手
続
き
を
完
了
し
、
住
民

に
対
し
て
は
今
年
度
同
じ
補

助
事
業
を
取
り
組
ん
で
い
る
。

市役所の組織の一部が改編必要ではないか

山崎　晴生

長津　智之

2050年カーボンニュートラルの実現を目指すための有効な手段の一つと考える

新年度からの一部改編に向けて検討している

小美玉市における再生可能エネルギー活用の有益性について
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議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

●
議
案
第
76
号

●
議
案
第
78
号

●
議
案
第
78
号

問

問

問

【
小
美
玉
市
職
員
の
定
年
等
及
び

再
任
用
制
度
】

小
美
玉
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
伺
う
。

令
和
５
年
度
か
ら
職
員
の
定
年
は

段
階
的
に
60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
規
定
で
あ
り
、
令
和

５
年
度
の
定
年
は
61
歳
と
な
り
、

以
後
２
年
に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
令
和
13
年
度
に

65
歳
と
な
る
。

【
た
め
池
整
備
工
事
】

工
事
内
容
や
補
正
理
由
、
財
源
に

つ
い
て
伺
う
。

た
め
池
整
備
工
事
は
、
栗
又
四
ケ

地
内
の
野
村
田
池
と
高
崎
地
内

の
大
池
の
２
件
で
あ
る
。
野
村

田
池
護
岸
工
事
は
、
施
工
延
長

２
３
３
．
９
メ
ー
ト
ル
で
、
工
期

を
令
和
５
年
２
月
17
日
ま
で
と
し

て
現
在
施
工
中
で
あ
る
。
補
正
の

理
由
は
当
初
設
計
で
想
定
し
て
い

た
よ
り
地
盤
が
軟
弱
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
盤
改
良
費
用
と
転
落
防

止
用
フ
ェ
ン
ス
の
追
加
設
置
費
用

の
合
計
６
０
０
万
円
を
追
加
す
る

も
の
で
あ
る
。

大
池
護
岸
工
事
は
、
施
工
延
長

１
０
０
メ
ー
ト
ル
で
、
工
期
を
令

和
５
年
３
月
３
日
ま
で
と
し
て
現

在
施
工
中
で
あ
る
。

補
正
の
理
由
は
、
境
界
が
未
確
定

で
工
事
に
着
手
で
き
な
か
っ
た
部

分
が
地
籍
調
査
に
よ
り
境
界
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
55
．
５
メ

ー
ト
ル
を
追
加
施
工
す
る
た
め

１
，
３
９
０
万
円
を
追
加
す
る
も

の
で
あ
る
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
県
単
土
地
改

良
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
補
助

率
は
50
％
で
あ
る
。

【
母
子
保
健
事
業
機
械
器
具
購
入
費
】

購
入
予
定
の
器
具
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
使
用
目
的
等
に
つ

い
て
伺
う
。

視
力
検
査
用
と
し
て
、
屈
折
検
査

機
器
の
購
入
予
算
で
あ
り
、
３
歳

児
健
診
時
に
視
能
訓
練
士
に
よ
る

視
力
検
査
と
併
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
見
落
と
し
な
く
検
査
の
精
度

を
上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
使
用
場
所
は
、

四
季
健
康
館
や
小
川
・
玉
里
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

機
械
の
購
入
内
容
は
、
屈
折
検
査

機
器
が
２
台
、
プ
リ
ン
タ
ー
２
台
、

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
２
本
で
あ
る
。

答

答

答

　　一般質問

１
．
防
犯
灯
に
つ
い
て

Ｑ
設
置
基
準
に
つ
い
て

Ａ
危
機
管
理
監　

暗
が
り
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
間
隔
を

70
メ
ー
ト
ル
と
し
、
主
要
な

通
学
路
、
行
政
区
を
結
ぶ
主

要
な
道
路
、
夜
間
に
お
け
る

歩
行
者
等
の
通
行
が
多
い
道

路
、
犯
罪
等
の
危
険
度
の
高

い
場
所
な
ど
に
設
置
、
行
政

区
の
設
置
要
望
に
つ
い
て
は
、

現
地
を
確
認
し
設
置
。

Ｑ
防
犯
灯
の
設
置
数
と
電
気

代
に
つ
い
て

Ａ
危
機
管
理
監　

市
全
体
で

7
，
３
４
４
基
、
年
間
の
電

気
代
は
１
，
６
０
０
万
円
、

う
ち
行
政
区
要
望
は
行
政
区

で
負
担
で
９
０
０
万
円
と
な

る
。
但
し
、
行
政
区
負
担
分

に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
度

に
予
算
計
上
し
て
市
が
負
担

す
る
。

Ｑ
街
路
灯
と
の
併
用
に
つ
い
て

Ａ
危
機
管
理
監　

主
要
な
道

路
に
は
、
交
差
点
な
ど
を
照

ら
す
道
路
照
明
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
有
効
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
効
率
的
な
防
犯

灯
の
設
置
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。
今
後
も

犯
罪
の
起
き
に
く
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。

２
．
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

延
伸
、
６
号
バ
イ
パ
ス
計
画

を
加
味
し
た
土
地
利
用
に
つ

い
て

Ａ
企
画
財
政
部
長　

地
域
特

性
を
生
か
し
た
自
然
と
調
和

の
と
れ
た
適
正
な
土
地
利
用

を
推
進
す
る
。

Ｑ
ま
ち
づ
く
り（
人
づ
く
り
）

の
考
え
方
は

Ａ
企
画
財
政
部
長　

市
民
協

働
で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
共
に
、
豊
か
な
心

を
育
む
教
育
の
充
実
を
図
る
。

Ｑ
都
市
計
画
施
設
の
再
整
備

に
つ
い
て

Ａ
企
画
財
政
部
長　

財
政
負

担
を
考
慮
し
た
公
共
施
設
の

最
適
化
を
図
る
。

Ｑ
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に

つ
い
て

Ａ
企
画
財
政
部
長　

一
般
事

務
組
合
や
関
係
自
治
体
と
の

連
携
・
協
力
関
係
の
維
持
発

展
に
努
め
、
関
連
施
策
を
推

進
す
る
。

【
要
望
事
項
】
幹
線
道
路
を

貫
い
た
照
明
の
設
置

安心で安全なまちづくりのために

島田 清一郎

小美玉新時代を後期基本計画により実現

録画配信



15議会だより 第 68 号

第 66 回 プレゼントクイズ
　今回の議会だより第68号の中から、問題を３つ出題します。

正解した方の中から抽選で、10 名の方に空のえきそ・ら・ら

「フードコートレストランかぐや」で利用できる食事券

（2,000円分）をプレゼントします。ぜひご応募ください！

問①　12月議会からインターネットによる○○○○スタート

問②　12月議会の審議結果件数は全○○件。

問③　12月議会の一般質問者数は○○名。

◇応募方法　�はがき・FAX などで、住所、氏名、クイズの答えを明

記してご応募ください。また、議会や本紙に対する

ご意見やご感想をあわせてお寄せください。

◇締め切り　令和 5 年 2 月 28 日（火）まで

　　　　　　＊当日消印有効

◇応募先　  〒 319-0192　小美玉市堅倉 835　

            小美玉市役所議会事務局宛　FAX ：0299-48-1199

☆�応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利

用しません。

☆�クイズ当選者発表は食事券の発送をもってお知らせします。

  　　市民の声

たくさんのご意見、ご感想ありがとうございました。

12 月から予定されている

本会議のネットによる配信が楽しみです。

議会で何が議論されているか一度見て

みたいです。 （高崎 ・ Ｓ）

小美玉市がどう動くか、

これからどうしたいのか、 わかりや

すく書いてあり、 ありがとうござい

ます。 （三箇 ・ Ｆ）

一般質問のページを読み、

小美玉市の問題点等を勉強しています。

これからも核をついた鋭い質問、 またそれ

に対する的確な回答を期待しています。

（山野 ・ Ｈ）

一般質問を

見ていると、 議員さんの一生懸命

活動されているのが良く分かります。

これからも頑張ってください。

（高崎 ・ Ｓ）

議会を見に行く事があまり

ないので、 議会だよりを読んでい

ます。 （上玉里 ・ Ｈ）

小学生の子供がいます。 市議会だより

を拝読させていただき小美玉市の教育環境の議案

も審議されている様子を知り、 今の教育環境が子供達

や親にとってもより良いものになってくれる事を

お願いしたいです。 （中台 ・ Ａ）

◆第 65 回クイズの正解：  問① 274　　問② 307　　問③ 14

応募用ＱＲ

３月定例会予定

日日 月 火 水 木 金 土

2/26 27 28 
本会議

（開会、議案
 説明等）

3/1
 

2
  

3 4

5 6
 

7
 

8
本会議
（代表・
 一般質問）

9
本会議

（一般質問）

10
本会議

（一般質問）

11

12 13

予算特別委員会

14
 
予算特別委員会

15

常任委員会

16
 
常任委員会

17

常任委員会

18

19 20 21

 

22       23
本会議

（報告、採決、  

 閉会）

24 25

会議の種類 傍聴 インターネット中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無

＊�議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単な

受付（氏名・住所等の記入）が必要です。新型コ

ロナウイルス感染拡大防止の対応策として、３密

（密閉・密集・密接）を避けるために入場制限をし

ます。ご理解をお願いします。

＊�委員会等の詳しい日程については、2 月 27 日に開

催する議会運営委員会で協議します。議会事務局

までお問い合わせください。

＊�市ホームページから本会議の模様をインターネット

配信しております。パソコン・スマートフォンから

ご視聴できます。

　�また、本庁舎、小川総合支所、玉里総合支所 1階ロ

ビーに設置されているＴＶモニターでご自由にご覧

いただけます（受付は不要）。

２月２８日（火）　開会予定 
次の定例会は
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見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

◆ 68 号の表紙　 二十歳のつどい ・ 霞ヶ浦湖畔から見る初日の出 （撮影者 ： 齋藤友幸さん）

◆視察日　令和４年 11 月 21 ～ 22 日

◆議　員　島田清一郎・長津　智之・香取　憲一

　　　　　戸田　見良・ 真家　功・山崎　晴生

◆研修先　筑西市ダイヤモンドホール

　　　　　ザ・ヒロサワ・シティ

　初日の研修では、直接選挙された首長（知事や市町村長）

と議会議員の、２元代表制の在り方について、地元筑西

出身の常磐大学総合政策学部法律行政学科長吉田勉教授

より講演をいただきました。講演の内容は、首長が頑張

ると、負けず議会も頑張るという構図の二元代表制の在

り方や議会の存在意義・住民の意見やアイディアを吟味

して自らの生活や行政参画に役立てる道について、最近

の自治体議会事業を踏まえて語られました。また、この二

元代表制を機能させるための提案などもあり、議会の存

在意義について改めて再認識いたしました。その後、29

市町村の議会議員・事務局のみなさんと交流会を行い各

地域の課題やまちづくりの情報交換を行い、議員メンバー

の更なる意識向上につながるひと時となりました。

茨城県市議会議長会第 1回議員研修会に参加して

研修視察を通して

　議会は市で予算化された政策に対して住民感

覚を踏まえた論理で修正を迫ったり、議員間で

自治体や政策の在り方を徹底的に議論し、その

道筋や方針を発信しつづける基盤になることが

大切なことなど多くを学びました。今後も、研

鑽に励むことを感じた研修となりました。

　２日目は、美術館や博物館をはじめゴルフ場・バーベ

キュー場・体験農場など多数の展示施設やレジャー施設

などをもつザ・ヒロサワ・シティに視察研修しました。人

寄せのできる環境づくりの面で、それぞれの分野の楽し

み方を体感してきました。まちづくりのアイデンティティ

を高めて小美玉市に当てはめた時、何ができるのかなど、

考えさせられました。

　

ど
の
よ
う
な
新
年
を
お
迎
え
し
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

茨
城
の
誇
る
名
所
・
霞
ヶ
浦
か
ら
昇
る
初
日
の
出
は
、
眺
望
の

良
さ
か
ら
近
年
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

玉
里
地
区
に
あ
る
大
井
戸
湖
岸
公
園
か
ら
臨
む
初
日
の
出
は
格

別
で
す
。
今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
こ
の
大
井
戸
湖
岸
公

園
か
ら
玉
里
太
鼓
の
響
き
の
な
か
で
拝
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
、
急
激
な
円
高
、
さ
ら
に

は
物
価
高
騰
と
、
「
寅
」
が
大
騒
ぎ
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
卯

年
で
す
。
う
さ
ぎ
は
、
穏
や
か
で
温
厚
な
性
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
家
内
安
全
」。
ま
た
、
そ
の
跳
躍
す
る
姿
か
ら
「
飛
躍
」、「
向
上
」

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
他
に
も
「
植

物
の
成
長
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

の
に
最
適
な
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 
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